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12月定例会の内容をお伝えします

2026
JANUARY

１
No.146

2026
JANUARY

１
No.146

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

群馬県町村議会議長会主催町村議会議員研修会

群馬県町村議会議長会臨時理事会

浅間小学校学習発表会

草津ウェイストパーク最終処分場現地視察

県立高校の在り方に関する情報交換会

上信自動車道建設促進期成同盟会国要望

自由民主党幹部との懇談会

全国町村議会議長会主催
「第69回町村議会議長会全国大会」及び
「本県関係国会議員との意見交換・懇談会」

群馬県町村議会議長会臨時総会

上信自動車道建設促進期成同盟会県要望

中央小学校学習発表会

長野原町表彰審査委員会

議会運営委員会

群馬県町村議会議長会主催広報研究会

ゲートボール大会

長野原町社会福祉協議会理事会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会第２回臨時会

5日

7日

10日

11日

12日

14日

18日

20日

26日

27日

議員懇談会

長野原町議会全員協議会

令和７年12月第４回長野原町議会定例会

老人クラブ連合会芸能大会

令和７年12月第４回長野原町議会定例会２日目

湯けむりフォーラム２０２５

第57回沖縄「群馬之塔」追悼式

中央こども園生活発表会

西吾妻福祉病院組合の例月出納検査

2日

7日

12日

13～14日

16～18日

19日

23日

11月

消防団出初め式

新年交歓会

令和８年賀詞交換会

令和８年二十歳の集い

湯かけ祭り

長野原警察署初点検

長野原町文化協会新年会

町民スケート大会

令和７年度群馬県交通安全大会

広域連合議会令和８年第１回定例会に係る
事前説明会

6日

11日

20日

23日

25日

27日

29日

１月

12月

議会の主な活動
議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

議会の主な活動
議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。
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記

　新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
が
町
の
こ
と
を

知
る
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
気
に
な
る
な
」「
こ

れ
、
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」
そ
ん

な
声
が
、町
を
元
気
に
し
ま
す
。

　皆
さ
ま
の
思
い
を
議
会
が
受

け
取
り
、
行
政
へ
届
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
も
議
会
だ
よ
り
を
手
に

取
っ
て
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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広報委員

表紙の写真
　　11月１日（土）開催の町文化祭において、私たち議員
が「カフェ・ド・ギカイ」を出店しました。
　　立ち寄ってくださった皆様からいただいたご意見等は、
今後の議会活動に生かしてまいります。

町文化祭にカフェ・ド・ギカイ出店
（詳細１２頁）



12月定例会

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６３ ２

議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■12月定例会で可決した議案一覧

承
認

議
　
案

令和７年陳情第１号の陳情書取り下げ

専決処分の承認
（令和７年度一般会計補正予算）

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更
に関する協議

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す
る協議

群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支
給等に関する事務に係る共同処理の取り止め
に伴う財産処分に関する協議

財産の無償貸付

旧北軽井沢小学校校舎及び校庭の賃貸借契約
の締結

職員の給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部
改正

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部
改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

令和７年度一般会計補正予算（第６号）

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

令和７年度へき地診療所特別会計補正予算
（第２号）

令和７年度介護保険特別会計補正予算
（第３号）

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度浅間高原水道事業会計補正予算
（第３号）

令和７年度下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年11月29日に長野原観光協会より提出のあった補助金増額のお願
いの陳情書について、取り下げの申し出があり許可するもの

熊の出没増加による緊急対応のため補正するもの

新たにみどり市が加入することなどに伴い議会の承認を求めるもの

組織団体の名称変更と、災害弔慰金の支給事務の共同処理を令和8年3月
31日で終了するため、議会の承認を求めるもの

災害弔慰金の支給事務の共同処理を終了するにあたり、関連する財産の
処分を行うため、議会の承認を求めるもの

旧へき地診療所をNPO法人つなぐハーモニーに無償貸付するもの

令和８年４月にＬＣＡきたかる森のインター初等部を開校する計画に
伴い、校舎及び校庭の賃貸借契約を締結するもの

人事院勧告に伴い、期末手当などを引き上げるもの

マイナンバーカードで福祉医療の受給資格を確認する事業の実施に伴い、
改正するもの

歳入歳出予算の総額に1億4351万円を加え、総額を57億2199万円とする

歳入歳出予算の総額に24万円を加え、総額を7億3556万円とする

歳入歳出予算の総額に240万円を加え、総額を1億395万円とする

歳入歳出予算の総額に112万円を加え、総額を7億3554万円とする

歳入歳出予算の総額に1044万円を加え、総額を1億2597万円とする

収益的収入支出の合計額に389万円を加え、収益的収入の合計額を
3億1347万円、収益的支出の合計額を3億1290万円とする

収益的収入支出の合計額に429万円を加え、合計額を6316万円とする

収益的収入支出の合計額に67万円を加え、合計額を5億4876万円とする
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診
療
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の
利
活
用

賃貸借
契約

無償
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旧
北
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井
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小
学
校

　
　
　
　
　
の
利
活
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補正
予算

活
用
事
業
者
決
定

　
町
で
は
、
旧
へ
き
地
診
療
所

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
令
和

７
年
11
月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
に
よ
り
、
事
業
者
を
選
定
し

ま
し
た
。

　
選
定
さ
れ
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
つ
な
ぐ
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
理

事
長
　
浅
見
俊
雄
）
で
す
。

　
施
設
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
貸
付
期
間
は
、
令
和
７
年
12

月
２
日
か
ら
令
和
12
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
令
和
８
年
４
月
に
Ｌ
Ｃ
Ａ
き

た
か
る
森
の
イ
ン
タ
ー
初
等
部

を
開
校
す
る
計
画
に
伴
い
、
旧

北
軽
井
沢
小
学
校
の
校
舎
及
び

校
庭
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し

ま
す
。
契
約
の
主
な
内
容
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
令
和
７
年
度
一
般
、
４
特
別
、

３
事
業
会
計
補
正
予
算
を
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回

の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
１
億

４
３
５
１
万
円
の
追
加
補
正
を

行
う
も
の
で
、
主
に
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
や
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
推
進
事
業
な
ど
の
事
業

を
行
う
も
の
で
す
。

■契約の主な内容

賃貸物件

賃貸料

賃貸借期間

契約の相手方

旧北軽井沢小学校校舎及び校庭

月額10万円

令和８年４月１日～令和11年３月31日

株式会社エデューレエルシーエー
代表取締役 山口 紀生

■12月定例会（12/２）

　一般会計補正予算（第５号）[専決処分]

　294万円増額（計55億7848万円）

　一般会計補正予算（第６号）

　1億4351万円増額（計57億2199万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

補正額

24万円

240万円

112万円

1044万円

特別会計名

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

後期高齢者医療

補正後総額

7億3556万円

1億395万円

7億3554万円

1億2597万円

会計名

389万円

389万円

429万円

429万円

67万円

67万円

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

3億1347万円

3億1290万円

6316万円

6316万円

5億4876万円

5億4876万円

補正額  補正後総額

水道
事業会計

下水道
事業会計

浅間高原水道
事業会計

■特別会計補正予算一覧表（12月定例会)■事業会計補正予算一覧表（12月定例会)

（千円以下切捨）

■請願・陳情の審査結果一覧

エアコン設置についての陳情
北軽井沢住民センター大会議室
と小会議室へのエアコン設置の
お願い

件　　　　名 内　　　　容

採択
（30%補助）

結　果

11号

受理番号

北軽井沢区長
干川　寿雄

提　出　者

無償貸付・賃貸借契約・補正予算



12月定例会

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６３ ２

議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■12月定例会で可決した議案一覧

承
認

議
　
案

令和７年陳情第１号の陳情書取り下げ

専決処分の承認
（令和７年度一般会計補正予算）

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更
に関する協議

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す
る協議

群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支
給等に関する事務に係る共同処理の取り止め
に伴う財産処分に関する協議

財産の無償貸付

旧北軽井沢小学校校舎及び校庭の賃貸借契約
の締結

職員の給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部
改正

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部
改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

令和７年度一般会計補正予算（第６号）

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

令和７年度へき地診療所特別会計補正予算
（第２号）

令和７年度介護保険特別会計補正予算
（第３号）

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度浅間高原水道事業会計補正予算
（第３号）

令和７年度下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年11月29日に長野原観光協会より提出のあった補助金増額のお願
いの陳情書について、取り下げの申し出があり許可するもの

熊の出没増加による緊急対応のため補正するもの

新たにみどり市が加入することなどに伴い議会の承認を求めるもの

組織団体の名称変更と、災害弔慰金の支給事務の共同処理を令和8年3月
31日で終了するため、議会の承認を求めるもの

災害弔慰金の支給事務の共同処理を終了するにあたり、関連する財産の
処分を行うため、議会の承認を求めるもの

旧へき地診療所をNPO法人つなぐハーモニーに無償貸付するもの

令和８年４月にＬＣＡきたかる森のインター初等部を開校する計画に
伴い、校舎及び校庭の賃貸借契約を締結するもの

人事院勧告に伴い、期末手当などを引き上げるもの

マイナンバーカードで福祉医療の受給資格を確認する事業の実施に伴い、
改正するもの

歳入歳出予算の総額に1億4351万円を加え、総額を57億2199万円とする

歳入歳出予算の総額に24万円を加え、総額を7億3556万円とする

歳入歳出予算の総額に240万円を加え、総額を1億395万円とする

歳入歳出予算の総額に112万円を加え、総額を7億3554万円とする

歳入歳出予算の総額に1044万円を加え、総額を1億2597万円とする

収益的収入支出の合計額に389万円を加え、収益的収入の合計額を
3億1347万円、収益的支出の合計額を3億1290万円とする

収益的収入支出の合計額に429万円を加え、合計額を6316万円とする

収益的収入支出の合計額に67万円を加え、合計額を5億4876万円とする
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事
業
や
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
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推
進
事
業
な
ど
の
事
業
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の
で
す
。
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代表取締役 山口 紀生

■12月定例会（12/２）
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収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

3億1347万円

3億1290万円

6316万円

6316万円

5億4876万円

5億4876万円

補正額  補正後総額

水道
事業会計

下水道
事業会計

浅間高原水道
事業会計

■特別会計補正予算一覧表（12月定例会)■事業会計補正予算一覧表（12月定例会)

（千円以下切捨）

■請願・陳情の審査結果一覧

エアコン設置についての陳情
北軽井沢住民センター大会議室
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議会活動報告等

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６５ ４

　議
会
で
の
一
般
質
問
が
町
政
に
ど
う
反
映
さ
れ

た
か
。
そ
の
後
を
追
い
ま
す
。

　令
和
６
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

問

　加
齢
性
難
聴
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

低
下
を
防
ぎ
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、
補
聴
器

購
入
へ
の
助
成
な
ど
支
援
策
の
充
実
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答

　前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
長
野
原
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

・
聴
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
、

か
つ
、
聴
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

【
助
成
額
】

　管
理
医
療
機
器
認
証
を
取
得
し
た
新
品
の
補
聴

器
本
体
及
び
付
属
品
（
電
池
、
充
電
器
、
イ
ヤ

モ
ー
ル
ド
）
の
購
入
に
係
る
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
３
万
円
）

※
詳
細
は
役
場
健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

議会活動報告等

高
齢
者
補
聴
器

購
入
助
成
へ

追跡

デ
ー
タ
に
基
づ
く
長
野
原
町
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

議
会
機
能
の
強
化
と
充
実
を

議会
改革

　令
和
７
年
９
月
18
日

（
木
）
に
開
催
し
た
議
会

改
革
特
別
委
員
会
で
は
、

長
野
原
町
の
実
際
の
デ
ー

タ
を
使
っ
て
論
点
の
検

証
・
確
認
を
行
い
、
課
題

設
定
を
し
て
い
く
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

　研
修
で
は
、
実
際
に

デ
ー
タ
収
集
に
つ
い
て
の

操
作
や
、
例
と
し
た
デ
ー

タ
か
ら
課
題
の
設
定
、
取

る
べ
き
対
策
に
つ
い
て
長

野
原
町
の
強
み
や
弱
み
を

デ
ー
タ
か
ら
考
え
て
み
る

と
い
っ
た
過
程
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

議
会
が
行
う
べ
き
予
算
・

決
算
審
議
に
つ
い
て

　令
和
７
年
12
月
12
日

（
金
）
に
前
回
に
続
き
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　予
算
と
決
算
（
成
果
）

を
中
心
と
し
た
政
策
の
事

前
・
事
後
検
証
に
よ
る
政

策
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
に

　
　一
般
社
団
法
人
地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構
、
上
席
研
究
員

の
渡
辺
太
樹
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
議
会
改
革
特
別
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
住

民
の
意
思
を
反
映
し
、
必

要
性
や
効
果
を
質
し
、
地

域
の
継
続
的
発
展
の
た
め

に
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る

か
を
考
え
、
議
会
が
自
ら

課
題
と
設
定
し
て
能
動
的

に
課
題
提
議
・
政
策
提

案
・
広
聴
を
行
っ
て
い
く

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　議会が町民の意見を聞き、町の現状を考え、決算

の数字を見て、次年度予算の提言を行う。これが、

「政策サイクル」

▲議会改革特別委員会の様子

政策サイクル

予算

監視

決算

提言

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

３月次
回
定
例
会

 ４ 日（水）
11 日（水）
18 日（水）

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍

聴することができます。

 傍聴される方は、議会開催日に直接議場ま

でお越しください。受付簿に氏名など必要

事項を記入の上、傍聴してください。予約

は不要で会議中の入退室も自由です。

　11月５日（水）、玉村町文化センターにおい

て群馬県町村議会議長会主催の議員研修会が開

催されました。

　県内各町村の議会議員が参加し、講師の貴重

なお話に耳を傾けました。�

11/5 群馬県町村議員研修会　
場所：玉村文化センター

群馬県町村議会議長会　
新会長就任あいさつ
長野原町議会議長　黒岩　巧

　この度私は、昭和25年設立で、県内23町

村議会で構成される歴史ある県町村議会議

長会第32代会長に就任いたしました。長野

原町議会からは初めての選出であり、身に

余る光栄とともに、その職責の重大さを痛

感し身の引き締まる思いであります。

　これもひとえに、町民の皆様のご支援と

議員各位また町長をはじめ町当局の皆様の

ご協力の賜物と、心から感謝を申し上げま

す。

　このことは、必ずや長野原町議会と長野

原町に、有形無形のメリットをもたらすも

のと確信しております。

　町村議会は、地域に最も身近な議会とし

て、住民の皆様の声をまちづくりに反映さ

せる大切な役割を担っています。�　

　人口減少や地域経済の変化など、地方を

取り巻く環境は厳しい状況にありますが、

こうしたときこそ町村が連携し、知恵と力

を合わせて前へ進むことが求められていま

す。

　本会の活動を通じて、町村の現場の声を

しっかりと県・国に届け、地方自治の更な

る発展に寄与できるよう努めてまいりま

す。

　今後も、町議会並びに長野原町の更なる

発展に、これまで以上に尽力して参る所存

ですので、皆様方のご理解ご協力のほどよ

ろしくお願い申し上げます。
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ガバメントハンターとは

⇒狩猟免許を持つ公務員のこと

問う考えを町の町の町の

一般質問

（７㌻）

（８㌻）

（９㌻）

（10㌻）

（11㌻）

 あさ  ぬま 

ほし かわ 

まき やま 

 ゆ  もと

  すぎ  ざき 

    かつ ゆき

   あきひこ

  　　　あきら

　　　そう いち      

　      よしひさ   

クマ被害へ町の対応は

若者・子育て世代の住宅支援を

切れ間ない子育て支援の充実を

地域医療の現状と将来への責任を問う

公共交通対策は

９月
YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問

点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　12
月
定
例
会
で
は
５
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
医
療
、
子

育
て
、
交
通
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
７
㌻
か

ら
11
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

浅沼　克行　議員  

星河　明彦　議員  

牧山　　明　議員  

湯本　宗一　議員  

杉崎　能久　議員 

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６７ ６

考えを問う町の

　
　
　全
国
的
に
ク
マ
の
出

　
　
　没
が
例
年
に
比
べ
て

異
常
に
増
大
し
て
お
り
、
今

年
は
市
街
地
、
そ
し
て
人
間

の
生
活
圏
内
へ
の
出
没
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
に
よ
り
、
人
間
へ
の

被
害
も
増
え
て
お
り
、
死
亡

者
の
数
も
今
ま
で
に
な
い
人

数
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
者

も
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
長

野
原
町
に
お
い
て
も
今
ま
で

に
な
い
地
域
、
場
所
で
の
目

撃
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
へ
の
被
害
は
ま
だ
確
認
さ

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

自
然
の
中
の
動
物
で
あ
り
ま

す
の
で
、
1
0
0
％
被
害
を

防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か

な
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き

る
限
り
ク
マ
へ
の
準
備
、
対

応
を
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
町
と

し
て
の
対
応
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

は
よ
り
抜
本
的
な
対
策
と
し

て
、
危
険
箇
所
に
お
け
る
緩

衝
帯
の
整
備
や
専
門
家
に
よ

る
生
息
域
調
査
に
基
づ
く
個

体
数
管
理
の
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　ク
マ
の
駆
除
、
管
理

　
　
　と
い
っ
た
こ
と
は
国

に
よ
り
あ
る
程
度
、
法
制
化

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　今
後
、
町
、
警
察
、
猟
友

会
に
お
い
て
共
通
意
識
を
も

ち
、
ク
マ
を
適
正
な
数
、
個

体
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
限
ら
れ
た
こ
と

を
出
来
る
限
り
や
っ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　町
長

　銃
で
の
駆
除

　
　
　を
考
え
る
前
に
ク
マ

に
対
す
る
知
識
や
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
。

ク
マ
に
限
ら
ず
、
他
の
動
物

た
ち
と
今
後
ど
う
向
き
合
っ

て
い
け
ば
良
い
か
？
と
い
う

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
町
独
自
の
冊
子
を
作
成

し
、
全
戸
に
配
布
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　猟
友
会
員
の
高
齢
化

　
　
　は
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
で
す
。
60
代
、
70
代
の

方
が
中
心
で
現
在
や
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ガ
バ
メ

ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
方

向
性
も
出
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
共
に
若
い
方
々
の
育
成
も

今
後
、
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　町
長

　来
年
度
は
狩

　
　
　猟
経
験
の
あ
る
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
を

雇
用
し
た
う
え
で
、
猟
友
会

と
の
連
携
も
よ
り
深
め
、
即

応
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
9
月
議
会
の

湯
本
議
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
約
束
し
た
こ
と
で
す
が
、

猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

負
担
軽
減
の
支
援
や
、
担
い

手
の
育
成
、
ま
た
は
町
民
に

対
す
る
補
助
金
な
ど
鳥
獣
害

対
策
の
予
算
を
大
幅
に
増
額

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　町
長

　本
町
に
お
い

　
　
　て
も
、
今
年
10
月
に

は
19
件
、
11
月
に
は
８
件
の

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
例
年
に
な
い
頻
度
で
の

出
没
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
出
没
の
背
景
に
は
、
温

暖
化
に
よ
る
木
の
実
の
不
作
、

狩
猟
者
の
減
少
に
よ
る
個
体

数
の
増
加
、
さ
ら
に
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
に
よ
る
生
息
域

の
拡
大
な
ど
複
合
的
な
要
因

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
町
の
対
策
と
し
て
、

児
童
生
徒
へ
の
ク
マ
鈴
の
配

布
、
防
災
無
線
に
よ
る
目
撃

情
報
の
迅
速
な
共
有
、
通
学

路
を
中
心
に
警
察
、
猟
友
会

と
連
携
し
た
巡
回
の
実
施
、

野
生
動
物
安
全
対
策
講
習
会

の
開
催
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
全
戸
配
布
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
緊

急
銃
猟
制
度
の
導
入
に
伴
う

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

クマ被害へ町の対応はクマ被害へ町の対応は

緩
衝
帯
整
備
や
生
息
域
の

調
査
実
施
へ

浅沼　克行　議員
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ガバメントハンターとは

⇒狩猟免許を持つ公務員のこと

問う考えを町の町の町の

一般質問

（７㌻）

（８㌻）

（９㌻）

（10㌻）

（11㌻）

 あさ  ぬま 

ほし かわ 

まき やま 

 ゆ  もと

  すぎ  ざき 

    かつ ゆき

   あきひこ

  　　　あきら

　　　そう いち      

　      よしひさ   

クマ被害へ町の対応は

若者・子育て世代の住宅支援を

切れ間ない子育て支援の充実を

地域医療の現状と将来への責任を問う

公共交通対策は

９月
YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問

点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　12
月
定
例
会
で
は
５
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
医
療
、
子

育
て
、
交
通
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
７
㌻
か

ら
11
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

浅沼　克行　議員  

星河　明彦　議員  

牧山　　明　議員  

湯本　宗一　議員  

杉崎　能久　議員 
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考えを問う町の

　
　
　全
国
的
に
ク
マ
の
出

　
　
　没
が
例
年
に
比
べ
て

異
常
に
増
大
し
て
お
り
、
今

年
は
市
街
地
、
そ
し
て
人
間

の
生
活
圏
内
へ
の
出
没
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
に
よ
り
、
人
間
へ
の

被
害
も
増
え
て
お
り
、
死
亡

者
の
数
も
今
ま
で
に
な
い
人

数
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
者

も
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
長

野
原
町
に
お
い
て
も
今
ま
で

に
な
い
地
域
、
場
所
で
の
目

撃
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
へ
の
被
害
は
ま
だ
確
認
さ

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

自
然
の
中
の
動
物
で
あ
り
ま

す
の
で
、
1
0
0
％
被
害
を

防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か

な
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き

る
限
り
ク
マ
へ
の
準
備
、
対

応
を
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
町
と

し
て
の
対
応
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

は
よ
り
抜
本
的
な
対
策
と
し

て
、
危
険
箇
所
に
お
け
る
緩

衝
帯
の
整
備
や
専
門
家
に
よ

る
生
息
域
調
査
に
基
づ
く
個

体
数
管
理
の
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　ク
マ
の
駆
除
、
管
理

　
　
　と
い
っ
た
こ
と
は
国

に
よ
り
あ
る
程
度
、
法
制
化

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　今
後
、
町
、
警
察
、
猟
友

会
に
お
い
て
共
通
意
識
を
も

ち
、
ク
マ
を
適
正
な
数
、
個

体
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
限
ら
れ
た
こ
と

を
出
来
る
限
り
や
っ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　町
長

　銃
で
の
駆
除

　
　
　を
考
え
る
前
に
ク
マ

に
対
す
る
知
識
や
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
。

ク
マ
に
限
ら
ず
、
他
の
動
物

た
ち
と
今
後
ど
う
向
き
合
っ

て
い
け
ば
良
い
か
？
と
い
う

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
町
独
自
の
冊
子
を
作
成

し
、
全
戸
に
配
布
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　猟
友
会
員
の
高
齢
化

　
　
　は
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
で
す
。
60
代
、
70
代
の

方
が
中
心
で
現
在
や
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ガ
バ
メ

ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
方

向
性
も
出
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
共
に
若
い
方
々
の
育
成
も

今
後
、
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　町
長

　来
年
度
は
狩

　
　
　猟
経
験
の
あ
る
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
を

雇
用
し
た
う
え
で
、
猟
友
会

と
の
連
携
も
よ
り
深
め
、
即

応
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
9
月
議
会
の

湯
本
議
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
約
束
し
た
こ
と
で
す
が
、

猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

負
担
軽
減
の
支
援
や
、
担
い

手
の
育
成
、
ま
た
は
町
民
に

対
す
る
補
助
金
な
ど
鳥
獣
害

対
策
の
予
算
を
大
幅
に
増
額

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　町
長

　本
町
に
お
い

　
　
　て
も
、
今
年
10
月
に

は
19
件
、
11
月
に
は
８
件
の

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
例
年
に
な
い
頻
度
で
の

出
没
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
出
没
の
背
景
に
は
、
温

暖
化
に
よ
る
木
の
実
の
不
作
、

狩
猟
者
の
減
少
に
よ
る
個
体

数
の
増
加
、
さ
ら
に
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
に
よ
る
生
息
域

の
拡
大
な
ど
複
合
的
な
要
因

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
町
の
対
策
と
し
て
、

児
童
生
徒
へ
の
ク
マ
鈴
の
配

布
、
防
災
無
線
に
よ
る
目
撃

情
報
の
迅
速
な
共
有
、
通
学

路
を
中
心
に
警
察
、
猟
友
会

と
連
携
し
た
巡
回
の
実
施
、

野
生
動
物
安
全
対
策
講
習
会

の
開
催
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
全
戸
配
布
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
緊

急
銃
猟
制
度
の
導
入
に
伴
う

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

クマ被害へ町の対応はクマ被害へ町の対応は

緩
衝
帯
整
備
や
生
息
域
の

調
査
実
施
へ
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選
ば
れ
る
よ
う
な
時
代
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
自
治
体
間
に
お
け
る

過
激
な
価
格
競
争
や
サ
ー
ビ

ス
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
良
い
町
づ
く
り

か
？
と
問
わ
れ
る
と
少
し
疑

問
が
残
り
ま
す
。
補
助
金
だ

け
に
頼
ら
ず
、
町
の
魅
力
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

自
然
環
境
や
人
の
温
か
さ
、

役
場
職
員
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
な
ど
、
長
野
原
町
ら
し

い
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

い
事
が
問
題
で
す
。
家
賃
補

助
も
良
い
で
す
が
、
駅
前
の

町
有
地
に
子
育
て
世
代
向
け

の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
す
る

と
か
、
畑
付
き
の
戸
建
て
住

宅
を
建
て
そ
こ
に
格
安
で
住

ん
で
頂
く
と
い
う
形
の
方
が

夢
の
あ
る
施
策
と
思
い
ま
す
。

家
賃
補
助
に
つ
い
て
も
、
関

係
課
と
協
議
し
真
剣
に
検
討

し
ま
す
が
、
入
居
者
が
い
な

い
町
営
住
宅
や
古
い
町
営
住

宅
な
ど
は
、
国
に
目
的
外
使

用
を
認
め
て
頂
け
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
公
営
住
宅
法
に

左
右
さ
れ
な
い
家
賃
設
定
に

し
て
、
移
住
者
な
ど
に
使

か
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
柔
軟

な
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
内
在
住
者
へ
の
支

　
　
　
援
を
充
実
さ
せ
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
町
長
　
補
助
金
や
子

　
　
　
育
て
支
援
が
手
厚
い

自
治
体
が
、
一
部
の
方
々
に

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

　
　
　
若
者
や
子
育
て
世
代

が
住
み
続
け
た
い
町
で
あ
る

た
め
に
は
、
住
宅
政
策
の
強

化
が
不
可
欠
で
す
。
現
在
、

町
営
住
宅
は
所
得
に
応
じ
た

家
賃
設
定
の
た
め
、
民
間
ア

パ
ー
ト
よ
り
高
く
な
る
逆
転

現
象
が
起
き
、
町
外
へ
転
出

す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
町
内

在
住
者
の
定
住
を
守
る
た
め
、

家
賃
補
助
や
住
宅
取
得
補
助

の
創
設
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
町
長
　
若
者
・
子
育

　
　
　
て
世
代
の
定
住
は
、

町
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
で
す
。
町
営
住
宅
は
公

営
住
宅
法
に
基
づ
き
家
賃
設

定
し
て
い
ま
す
が
、
結
果
と

し
て
民
間
ア
パ
ー
ト
よ
り
高

額
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
町
外
か
ら
転
入
す

考えを問う町の

若者・子育て世代に住宅支援を

魅
力
あ
る
住
宅
政
策
実
施
へ

る
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い

る
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
一

世
帯
あ
た
り
1
0
0
万
円
を

交
付
す
る
移
住
支
援
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
家
賃

補
助
や
住
宅
取
得
支
援
も
有

効
な
施
策
と
考
え
て
お
り
、

財
政
や
公
平
性
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
移
住
者
支
援
だ
け
で

　
　
　
な
く
、
今
住
ん
で
い

る
町
民
が
転
出
し
な
い
対
策

が
重
要
で
す
。
例
え
ば
月
１

万
円
の
家
賃
補
助
や
、
住
宅

購
入
へ
の
補
助
で
あ
れ
ば
比

較
的
少
な
い
予
算
で
も
実
施

可
能
で
す
。
町
独
自
制
度
と

し
て
前
向
き
に
考
え
て
頂
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
町
長
　
収
入
が
増
え

　
　
　
て
き
た
町
民
の
方
が

次
の
住
ま
い
を
探
す
時
に
、

適
し
た
住
居
が
町
内
に
少
な

ホスピタリティとは

⇒「心からのおもてなし」を意味し、相手の期待を超える心地よい

　体験を提供すること

オーサライズとは

⇒正式に許可を与えることながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６９ ８

　
　
　
町
長
　
産
後
ケ
ア
の

　
　
　
無
償
化
は
４
カ
町
村

の
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
を
取
っ
た

上
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
必

要
か
と
考
え
検
討
の
指
示
は

出
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
対
し
て

積
極
的
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
つ
わ
り
の
ピ
ー
ク
時
や
臨

月
な
ど
、
妊
婦
に
と
っ
て
つ

ら
い
時
期
に
は
、
通
院
の
た

め
の
タ
ク
シ
ー
代
支
給
や
ホ

テ
ル
代
を
助
成
す
る
等
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
支
援
も
喜
ば
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
に
限

ら
ず
福
祉
病
院
の
維
持
発
展

に
つ
い
て
も
正
念
場
で
す
か

ら
、
議
員
に
も
同
じ
土
俵
で

支
援
協
力
を
望
み
ま
す
。

保
育
認
定
を
受
け
る
た
め
の

事
由
緩
和
を

　
　
　
町
こ
ど
も
園
の
保
育

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

親
が
第
2
子
、
第
3
子
の
分

娩
に
備
え
て
産
休
に
入
り
育

休
を
取
る
よ
う
に
な
る
と
第

１
子
等
の
保
育
が
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
が

ど
も
側
に
立
っ
て
聞
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
上
の
子

は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と

お
母
さ
ん
を
取
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
戸
惑
っ
て
い
る
。

　
2
歳
頃
は
、
母
親
の
愛
情

を
感
じ
人
間
と
し
て
初
め
て

自
己
肯
定
感
が
育
つ
時
期
で

も
あ
り
、
母
親
に
褒
め
て
も

ら
う
こ
と
で
一
層
愛
着
形
成

が
な
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
る
。

こ
の
愛
着
が
思
春
期
に
繋
が

る
と
言
わ
れ
る
。
母
親
の
育

休
の
短
い
時
間
を
う
ま
く
活

用
し
て
上
に
お
子
さ
ん
と
も

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
母
子
共
に
健
康
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
体
調
や
環
境
に

あ
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
社
協
な
ど
か
ら
必
要

　
　
　
の
あ
る
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
を
で
き
る
よ
う

な
制
度
を
作
っ
て
実
施
す
る

な
ど
さ
ら
に
積
極
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
教
育
長 

新
た
な
母

　
　
　
子
支
援
と
し
て
ヘ
ル

パ
ー
制
度
と
い
う
の
は
と
て

も
良
い
と
思
う
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り

子
育
て
す
る
な
ら
長
野
原
町

で
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
当
町
で
切
れ
目

な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
を

目
指
す
べ
き
。

　
　
　
教
育
長
　
こ
ど
も
園

　
　
　
で
は
3
歳
児
か
ら
5

歳
児
ま
で
は
保
護
者
が
産
休
、

育
休
で
あ
っ
て
も
1
号
認
定

に
切
り
替
え
て
幼
稚
園
教
育

を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
産

後
の
母
親
の
健
康
と
乳
児
と

の
愛
着
関
係
を
構
築
す
る
た

め
の
大
切
な
時
期
で
あ
る
と

と
も
に
乳
児
が
「
黄
昏
泣

き
」
を
す
る
大
変
な
期
間
に

は
（
8
週
間
）
、
上
の
お
子
さ

ん
（
1
歳
児
か
ら
2
歳
児
）

を
無
償
で
預
か
っ
て
い
る
。

産
前
産
後
の
支
援
は
切
れ
目

な
く
継
続
さ
れ
る
よ
う
環
境

作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
保
育
は
原
則
一
時
保

　
　
　
育
に
な
る
の
で
月
14

回
ま
で
だ
。
核
家
族
化
が
進

む
中
で
も
う
少
し
充
実
し
て

欲
し
い
希
望
が
出
て
い
る
。

　
　
　
教
育
長
　
母
親
を
中

　
　
　
心
に
考
え
て
い
る
質

問
が
多
い
の
で
、
今
回
は
子

産
後
ケ
ア
事
業
無
償
化
へ

　
　
　
切
れ
間
な
い
子
育
て

　
　
　
支
援
の
充
実
を
目
指

し
て
、
高
崎
市
で
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
を
無
料

に
し
て
い
る
。
当
町
も
同
様

に
無
料
に
す
べ
き
。

　
　
　
町
長
　
当
町
の
産
後

　
　
　
ケ
ア
事
業
の
事
業
費

2
万
5
0
0
0
円
の
う
ち
自

己
負
担
額
は
2
5
0
0
円
と

な
っ
て
い
る
。
産
後
ケ
ア
事

業
は
母
親
の
産
後
の
心
身
の

負
担
軽
減
や
育
児
不
安
の
解

消
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

4
カ
町
村
で
行
っ
て
い
る
事

業
な
の
で
各
町
村
大
き
な
差

が
生
ま
れ
な
い
よ
う
協
議
を

重
ね
整
備
に
努
め
る
。

　
　
　
産
後
ケ
ア
は
産
後
4

　
　
　
ヶ
月
以
内
7
回
ま
で

だ
が
7
回
全
部
希
望
す
る
人

が
多
い
。
利
用
料
は
1
回

1
0
0
0
円
だ
っ
た
が
今
年

度
か
ら
2
5
0
0
円
に
な
っ
た
。

切れ間ない子育て支援の充実を

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
整
備
へ

牧山　　明　議員
まきやま あきら

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 星河　明彦　議員
あきひこほしかわ



選
ば
れ
る
よ
う
な
時
代
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
自
治
体
間
に
お
け
る

過
激
な
価
格
競
争
や
サ
ー
ビ

ス
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
良
い
町
づ
く
り

か
？
と
問
わ
れ
る
と
少
し
疑

問
が
残
り
ま
す
。
補
助
金
だ

け
に
頼
ら
ず
、
町
の
魅
力
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

自
然
環
境
や
人
の
温
か
さ
、

役
場
職
員
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
な
ど
、
長
野
原
町
ら
し

い
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

い
事
が
問
題
で
す
。
家
賃
補

助
も
良
い
で
す
が
、
駅
前
の

町
有
地
に
子
育
て
世
代
向
け

の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
す
る

と
か
、
畑
付
き
の
戸
建
て
住

宅
を
建
て
そ
こ
に
格
安
で
住

ん
で
頂
く
と
い
う
形
の
方
が

夢
の
あ
る
施
策
と
思
い
ま
す
。

家
賃
補
助
に
つ
い
て
も
、
関

係
課
と
協
議
し
真
剣
に
検
討

し
ま
す
が
、
入
居
者
が
い
な

い
町
営
住
宅
や
古
い
町
営
住

宅
な
ど
は
、
国
に
目
的
外
使

用
を
認
め
て
頂
け
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
公
営
住
宅
法
に

左
右
さ
れ
な
い
家
賃
設
定
に

し
て
、
移
住
者
な
ど
に
使

か
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
柔
軟

な
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
内
在
住
者
へ
の
支

　
　
　
援
を
充
実
さ
せ
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
町
長
　
補
助
金
や
子

　
　
　
育
て
支
援
が
手
厚
い

自
治
体
が
、
一
部
の
方
々
に

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

　
　
　
若
者
や
子
育
て
世
代

が
住
み
続
け
た
い
町
で
あ
る

た
め
に
は
、
住
宅
政
策
の
強

化
が
不
可
欠
で
す
。
現
在
、

町
営
住
宅
は
所
得
に
応
じ
た

家
賃
設
定
の
た
め
、
民
間
ア

パ
ー
ト
よ
り
高
く
な
る
逆
転

現
象
が
起
き
、
町
外
へ
転
出

す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
町
内

在
住
者
の
定
住
を
守
る
た
め
、

家
賃
補
助
や
住
宅
取
得
補
助

の
創
設
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
町
長
　
若
者
・
子
育

　
　
　
て
世
代
の
定
住
は
、

町
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
で
す
。
町
営
住
宅
は
公

営
住
宅
法
に
基
づ
き
家
賃
設

定
し
て
い
ま
す
が
、
結
果
と

し
て
民
間
ア
パ
ー
ト
よ
り
高

額
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
町
外
か
ら
転
入
す

考えを問う町の

若者・子育て世代に住宅支援を

魅
力
あ
る
住
宅
政
策
実
施
へ

る
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い

る
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
一

世
帯
あ
た
り
1
0
0
万
円
を

交
付
す
る
移
住
支
援
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
家
賃

補
助
や
住
宅
取
得
支
援
も
有

効
な
施
策
と
考
え
て
お
り
、

財
政
や
公
平
性
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
移
住
者
支
援
だ
け
で

　
　
　
な
く
、
今
住
ん
で
い

る
町
民
が
転
出
し
な
い
対
策

が
重
要
で
す
。
例
え
ば
月
１

万
円
の
家
賃
補
助
や
、
住
宅

購
入
へ
の
補
助
で
あ
れ
ば
比

較
的
少
な
い
予
算
で
も
実
施

可
能
で
す
。
町
独
自
制
度
と

し
て
前
向
き
に
考
え
て
頂
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
町
長
　
収
入
が
増
え

　
　
　
て
き
た
町
民
の
方
が

次
の
住
ま
い
を
探
す
時
に
、

適
し
た
住
居
が
町
内
に
少
な

ホスピタリティとは

⇒「心からのおもてなし」を意味し、相手の期待を超える心地よい

　体験を提供すること

オーサライズとは

⇒正式に許可を与えることながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６９ ８

　
　
　
町
長
　
産
後
ケ
ア
の

　
　
　
無
償
化
は
４
カ
町
村

の
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
を
取
っ
た

上
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
必

要
か
と
考
え
検
討
の
指
示
は

出
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
対
し
て

積
極
的
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
つ
わ
り
の
ピ
ー
ク
時
や
臨

月
な
ど
、
妊
婦
に
と
っ
て
つ

ら
い
時
期
に
は
、
通
院
の
た

め
の
タ
ク
シ
ー
代
支
給
や
ホ

テ
ル
代
を
助
成
す
る
等
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
支
援
も
喜
ば
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
に
限

ら
ず
福
祉
病
院
の
維
持
発
展

に
つ
い
て
も
正
念
場
で
す
か

ら
、
議
員
に
も
同
じ
土
俵
で

支
援
協
力
を
望
み
ま
す
。

保
育
認
定
を
受
け
る
た
め
の

事
由
緩
和
を

　
　
　
町
こ
ど
も
園
の
保
育

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

親
が
第
2
子
、
第
3
子
の
分

娩
に
備
え
て
産
休
に
入
り
育

休
を
取
る
よ
う
に
な
る
と
第

１
子
等
の
保
育
が
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
が

ど
も
側
に
立
っ
て
聞
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
上
の
子

は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と

お
母
さ
ん
を
取
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
戸
惑
っ
て
い
る
。

　
2
歳
頃
は
、
母
親
の
愛
情

を
感
じ
人
間
と
し
て
初
め
て

自
己
肯
定
感
が
育
つ
時
期
で

も
あ
り
、
母
親
に
褒
め
て
も

ら
う
こ
と
で
一
層
愛
着
形
成

が
な
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
る
。

こ
の
愛
着
が
思
春
期
に
繋
が

る
と
言
わ
れ
る
。
母
親
の
育

休
の
短
い
時
間
を
う
ま
く
活

用
し
て
上
に
お
子
さ
ん
と
も

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
母
子
共
に
健
康
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
体
調
や
環
境
に

あ
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
社
協
な
ど
か
ら
必
要

　
　
　
の
あ
る
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
を
で
き
る
よ
う

な
制
度
を
作
っ
て
実
施
す
る

な
ど
さ
ら
に
積
極
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
教
育
長 

新
た
な
母

　
　
　
子
支
援
と
し
て
ヘ
ル

パ
ー
制
度
と
い
う
の
は
と
て

も
良
い
と
思
う
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り

子
育
て
す
る
な
ら
長
野
原
町

で
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
当
町
で
切
れ
目

な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
を

目
指
す
べ
き
。

　
　
　
教
育
長
　
こ
ど
も
園

　
　
　
で
は
3
歳
児
か
ら
5

歳
児
ま
で
は
保
護
者
が
産
休
、

育
休
で
あ
っ
て
も
1
号
認
定

に
切
り
替
え
て
幼
稚
園
教
育

を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
産

後
の
母
親
の
健
康
と
乳
児
と

の
愛
着
関
係
を
構
築
す
る
た

め
の
大
切
な
時
期
で
あ
る
と

と
も
に
乳
児
が
「
黄
昏
泣

き
」
を
す
る
大
変
な
期
間
に

は
（
8
週
間
）
、
上
の
お
子
さ

ん
（
1
歳
児
か
ら
2
歳
児
）

を
無
償
で
預
か
っ
て
い
る
。

産
前
産
後
の
支
援
は
切
れ
目

な
く
継
続
さ
れ
る
よ
う
環
境

作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
保
育
は
原
則
一
時
保

　
　
　
育
に
な
る
の
で
月
14

回
ま
で
だ
。
核
家
族
化
が
進

む
中
で
も
う
少
し
充
実
し
て

欲
し
い
希
望
が
出
て
い
る
。

　
　
　
教
育
長
　
母
親
を
中

　
　
　
心
に
考
え
て
い
る
質

問
が
多
い
の
で
、
今
回
は
子

産
後
ケ
ア
事
業
無
償
化
へ

　
　
　
切
れ
間
な
い
子
育
て

　
　
　
支
援
の
充
実
を
目
指

し
て
、
高
崎
市
で
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
を
無
料

に
し
て
い
る
。
当
町
も
同
様

に
無
料
に
す
べ
き
。

　
　
　
町
長
　
当
町
の
産
後

　
　
　
ケ
ア
事
業
の
事
業
費

2
万
5
0
0
0
円
の
う
ち
自

己
負
担
額
は
2
5
0
0
円
と

な
っ
て
い
る
。
産
後
ケ
ア
事

業
は
母
親
の
産
後
の
心
身
の

負
担
軽
減
や
育
児
不
安
の
解

消
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

4
カ
町
村
で
行
っ
て
い
る
事

業
な
の
で
各
町
村
大
き
な
差

が
生
ま
れ
な
い
よ
う
協
議
を

重
ね
整
備
に
努
め
る
。

　
　
　
産
後
ケ
ア
は
産
後
4

　
　
　
ヶ
月
以
内
7
回
ま
で

だ
が
7
回
全
部
希
望
す
る
人

が
多
い
。
利
用
料
は
1
回

1
0
0
0
円
だ
っ
た
が
今
年

度
か
ら
2
5
0
0
円
に
な
っ
た
。

切れ間ない子育て支援の充実を

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
整
備
へ

牧山　　明　議員
まきやま あきら

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 星河　明彦　議員
あきひこほしかわ



長
、
議
員
さ
ら
に
は
医
療
機

関
も
含
め
、
広
域
的
な
視
点

で
議
論
を
深
め
る
時
期
に
来

て
い
る
。
国
や
県
か
ら
の
指

示
や
計
画
は
重
要
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
我
が
町

の
医
療
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
私
た
ち
政
治
家
に
は
、
人

間
力
と
政
治
力
を
も
っ
て
課

題
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
町
に
求
め

る
だ
け
で
な
く
、
私
も
含
め
、

全
議
員
が
こ
の
問
題
を
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
強

い
危
機
感
を
持
っ
て
共
に
立

ち
上
が
る
こ
と
が
重
要
だ
。

湯
本
議
員
と
も
、
今
後
の
地

域
医
療
の
在
り
方
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。

を
注
い
で
き
た
。
今
後
は
さ

ら
に
そ
の
手
腕
が
問
わ
れ
る

局
面
に
来
て
い
る
。

　
地
域
医
療
は
公
立
病
院
と

民
間
病
院
が
垣
根
を
越
え
、

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
良
好

な
連
携
が
生
ま
れ
た
経
験
が

あ
る
が
、
今
後
は
一
時
的
な

も
の
で
は
な
く
、
根
底
か
ら

深
い
連
携
体
制
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
行
政
・
医
療
・
介
護

　
　
　
の
三
者
連
携
は
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

医
療
連
携
を
含
め
た
総
合
的

な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

 

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
単

　
　
　
体
で
こ
れ
か
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
、

吾
妻
地
域
全
体
の
町
村
、
首

　
　
　
地
域
医
療
を
め
ぐ
る

　
　
　
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
今
後
、
住
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境

整
備
や
取
り
組
み
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
町
長
　
地
域
医
療
を

　
　
　
取
り
巻
く
課
題
は
、

当
町
に
限
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
全
国
の
自
治
体
が
共
通

し
て
直
面
し
て
い
る
問
題
。

医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
、
医
療
資
源
の
偏
在
や
不

足
、
さ
ら
に
は
財
政
的
な
持

続
可
能
性
の
確
保
な
ど
、
複

合
的
か
つ
喫
緊
の
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
後
も
現

行
の
医
療
体
制
を
維
持
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

考えを問う町の

地域医療の現状と
将来への責任を問う

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の

構
築
へ

　
　
　
当
町
内
病
院
の
閉
院

　
　
　
後
に
お
け
る
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
や
地
域
全

体
と
し
て
の
医
療
支
援
体
制

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
町
長
　
移
動
手
段
の

　
　
　
問
題
に
つ
い
て
は
、

次
に
杉
崎
議
員
か
ら
、
ま
さ

に
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て
、

私
に
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
の
明
言
は
避

け
た
い
。

　
西
吾
妻
４
カ
町
村
と
共
同

で
の
西
吾
妻
福
祉
病
院
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
こ
れ
ま
で

管
理
者
と
し
て
、
相
当
に
力

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６１１ １０

る
提
案
等
を
踏
ま
え
な
が
ら

議
論
を
重
ね
、
次
期
計
画
へ

の
見
直
し
に
あ
た
り
、
子
育

て
世
帯
の
送
迎
負
担
の
軽
減

も
含
め
、
実
施
可
能
な
も
の

は
前
倒
し
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
子
供
の
習
い
事
の
送

　
　
　
迎
に
公
費
を
使
う
の

は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う

意
見
も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
認
識
は
改
め
る
必
要
が
あ

る
。
親
が
車
を
出
せ
な
け
れ

ば
、
子
供
は
学
び
や
体
験
の

機
会
を
得
ら
れ
な
い
現
状
を

放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学

習
で
、
心
身
を
育
む
こ
と
は
、

高
齢
者
の
方
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
同
じ
ぐ
ら
い
重
要
で

尊
重
さ
れ
る
べ
き
。
子
供
の

た
め
に
こ
こ
ま
で
し
て
く
れ

る
、
と
い
う
町
の
施
策
の
一

つ
一
つ
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。

 

く
受
け
る
の
は
、
長
野
原
町

の
よ
う
な
地
方
。
い
か
に
我

が
町
を
知
っ
て
も
ら
う
の
か
、

と
い
う
意
味
で
は
、
移
動
の

手
段
や
自
由
の
確
保
も
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
支
援
に
繋

が
っ
て
く
る
。 

　
　
　町
長

　杉
崎
議
員
が

　
　
　
考
え
て
い
る
こ
と
も
、

私
が
考
え
て
い
る
こ
と
も
、

他
の
議
員
の
皆
さ
ん
が
考
え

て
い
る
こ
と
も
方
向
性
は
変

わ
ら
な
い
。
今
の
議
論
の
中

で
足
り
て
な
い
の
は
お
金
の

問
題
だ
。
現
時
点
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
だ
け
で
も
8
0
0
0

万
円
か
か
っ
て
い
る
。
他
の

福
祉
バ
ス
や
外
出
支
援
バ
ス

を
含
め
る
と
１
億
円
を
超
え

る
。
10
年
前
の
財
政
状
況
で

は
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
こ
と

を
）
考
え
る
こ
と
も
出
来
な

か
っ
た
が
、
今
な
ら
可
能
だ
。

た
だ
、
現
在
の
財
政
状
況
の

陰
に
は
、
役
場
職
員
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
大
き
な
お
金
が

か
か
る
事
業
な
の
で
費
用
対

効
果
を
見
極
め
、
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
町
長

　デ
マ
ン
ド
交

　
　
　
通
の
検
討
は
早
急
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
来
年
度
、

実
証
実
験
ぐ
ら
い
ま
で
こ
ぎ

つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
う
。
た

だ
、
実
証
実
験
は
非
常
に
重

要
で
、
高
校
生
の
支
援
バ
ス

の
時
の
よ
う
に
始
め
て
も
利

用
者
が
い
な
い
、
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ

は
慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
そ
も
そ
も
デ
マ
ン
ド

　
　
　
交
通
と
は
？
と
い
う

話
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
ー
ド
ル
は
多
岐
に
わ
た
る

だ
ろ
う
。
段
階
を
踏
ん
で
進

め
て
い
っ
て
欲
し
い
。
私
自

身
、
町
民
・
事
業
者
の
方
と

話
す
機
会
も
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
行
政
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
一
緒
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
。
人
口

減
少
と
い
う
波
の
影
響
を
強

　
　
　
本
町
の
公
共
交
通
は
、

　
　
　
人
口
減
少
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
進
む

現
状
に
お
い
て
、
必
ず
し
も

利
便
性
の
高
い
も
の
と
は
言

え
な
い
。
特
に
共
働
き
の
子

育
て
世
代
か
ら
は
、
仕
事
と

送
迎
の
板
挟
み
に
な
る
疲
弊

の
声
を
聞
く
。
既
存
の
バ
ス

路
線
を
維
持
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
利
用
者
の
予
約
に
応

じ
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
型

交
通
の
導
入
や
、
夕
方
、
夜

間
に
お
け
る
柔
軟
な
運
行
体

制
へ
の
転
換
な
ど
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
改
革
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

　
　
　
町
長
　
共
働
き
の
子

　
　
　
育
て
世
帯
か
ら
の

「
仕
事
と
送
迎
の
両
立
が
難

し
い
」
と
の
切
実
な
声
は
、

町
と
し
て
も
深
刻
な
課
題
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
予

約
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
行
で

き
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
導

入
可
能
性
を
検
討
し
、
法
定

協
議
会
で
民
間
事
業
者
に
よ

公共交通対策は

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
組
み
づ
く
り
へ

杉崎　能久　議員
すぎざき よしひさ

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

シビックプライドとは

⇒「地域への誇りと愛着」を表す言葉



長
、
議
員
さ
ら
に
は
医
療
機

関
も
含
め
、
広
域
的
な
視
点

で
議
論
を
深
め
る
時
期
に
来

て
い
る
。
国
や
県
か
ら
の
指

示
や
計
画
は
重
要
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
我
が
町

の
医
療
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
私
た
ち
政
治
家
に
は
、
人

間
力
と
政
治
力
を
も
っ
て
課

題
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
町
に
求
め

る
だ
け
で
な
く
、
私
も
含
め
、

全
議
員
が
こ
の
問
題
を
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
強

い
危
機
感
を
持
っ
て
共
に
立

ち
上
が
る
こ
と
が
重
要
だ
。

湯
本
議
員
と
も
、
今
後
の
地

域
医
療
の
在
り
方
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。

を
注
い
で
き
た
。
今
後
は
さ

ら
に
そ
の
手
腕
が
問
わ
れ
る

局
面
に
来
て
い
る
。

　
地
域
医
療
は
公
立
病
院
と

民
間
病
院
が
垣
根
を
越
え
、

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
良
好

な
連
携
が
生
ま
れ
た
経
験
が

あ
る
が
、
今
後
は
一
時
的
な

も
の
で
は
な
く
、
根
底
か
ら

深
い
連
携
体
制
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
行
政
・
医
療
・
介
護

　
　
　
の
三
者
連
携
は
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

医
療
連
携
を
含
め
た
総
合
的

な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

 

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
単

　
　
　
体
で
こ
れ
か
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
、

吾
妻
地
域
全
体
の
町
村
、
首

　
　
　
地
域
医
療
を
め
ぐ
る

　
　
　
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
今
後
、
住
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境

整
備
や
取
り
組
み
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
町
長
　
地
域
医
療
を

　
　
　
取
り
巻
く
課
題
は
、

当
町
に
限
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
全
国
の
自
治
体
が
共
通

し
て
直
面
し
て
い
る
問
題
。

医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
、
医
療
資
源
の
偏
在
や
不

足
、
さ
ら
に
は
財
政
的
な
持

続
可
能
性
の
確
保
な
ど
、
複

合
的
か
つ
喫
緊
の
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
後
も
現

行
の
医
療
体
制
を
維
持
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

考えを問う町の

地域医療の現状と
将来への責任を問う

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の

構
築
へ

　
　
　
当
町
内
病
院
の
閉
院

　
　
　
後
に
お
け
る
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
や
地
域
全

体
と
し
て
の
医
療
支
援
体
制

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
町
長
　
移
動
手
段
の

　
　
　
問
題
に
つ
い
て
は
、

次
に
杉
崎
議
員
か
ら
、
ま
さ

に
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て
、

私
に
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
の
明
言
は
避

け
た
い
。

　
西
吾
妻
４
カ
町
村
と
共
同

で
の
西
吾
妻
福
祉
病
院
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
こ
れ
ま
で

管
理
者
と
し
て
、
相
当
に
力

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１４６１１ １０

る
提
案
等
を
踏
ま
え
な
が
ら

議
論
を
重
ね
、
次
期
計
画
へ

の
見
直
し
に
あ
た
り
、
子
育

て
世
帯
の
送
迎
負
担
の
軽
減

も
含
め
、
実
施
可
能
な
も
の

は
前
倒
し
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
子
供
の
習
い
事
の
送

　
　
　
迎
に
公
費
を
使
う
の

は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う

意
見
も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
認
識
は
改
め
る
必
要
が
あ

る
。
親
が
車
を
出
せ
な
け
れ

ば
、
子
供
は
学
び
や
体
験
の

機
会
を
得
ら
れ
な
い
現
状
を

放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学

習
で
、
心
身
を
育
む
こ
と
は
、

高
齢
者
の
方
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
同
じ
ぐ
ら
い
重
要
で

尊
重
さ
れ
る
べ
き
。
子
供
の

た
め
に
こ
こ
ま
で
し
て
く
れ

る
、
と
い
う
町
の
施
策
の
一

つ
一
つ
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。

 

く
受
け
る
の
は
、
長
野
原
町

の
よ
う
な
地
方
。
い
か
に
我

が
町
を
知
っ
て
も
ら
う
の
か
、

と
い
う
意
味
で
は
、
移
動
の

手
段
や
自
由
の
確
保
も
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
支
援
に
繋

が
っ
て
く
る
。 

　
　
　町
長

　杉
崎
議
員
が

　
　
　
考
え
て
い
る
こ
と
も
、

私
が
考
え
て
い
る
こ
と
も
、

他
の
議
員
の
皆
さ
ん
が
考
え

て
い
る
こ
と
も
方
向
性
は
変

わ
ら
な
い
。
今
の
議
論
の
中

で
足
り
て
な
い
の
は
お
金
の

問
題
だ
。
現
時
点
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
だ
け
で
も
8
0
0
0

万
円
か
か
っ
て
い
る
。
他
の

福
祉
バ
ス
や
外
出
支
援
バ
ス

を
含
め
る
と
１
億
円
を
超
え

る
。
10
年
前
の
財
政
状
況
で

は
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
こ
と

を
）
考
え
る
こ
と
も
出
来
な

か
っ
た
が
、
今
な
ら
可
能
だ
。

た
だ
、
現
在
の
財
政
状
況
の

陰
に
は
、
役
場
職
員
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
大
き
な
お
金
が

か
か
る
事
業
な
の
で
費
用
対

効
果
を
見
極
め
、
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
町
長

　デ
マ
ン
ド
交

　
　
　
通
の
検
討
は
早
急
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
来
年
度
、

実
証
実
験
ぐ
ら
い
ま
で
こ
ぎ

つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
う
。
た

だ
、
実
証
実
験
は
非
常
に
重

要
で
、
高
校
生
の
支
援
バ
ス

の
時
の
よ
う
に
始
め
て
も
利

用
者
が
い
な
い
、
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ

は
慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
そ
も
そ
も
デ
マ
ン
ド

　
　
　
交
通
と
は
？
と
い
う

話
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
ー
ド
ル
は
多
岐
に
わ
た
る

だ
ろ
う
。
段
階
を
踏
ん
で
進

め
て
い
っ
て
欲
し
い
。
私
自

身
、
町
民
・
事
業
者
の
方
と

話
す
機
会
も
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
行
政
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
一
緒
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
。
人
口

減
少
と
い
う
波
の
影
響
を
強

　
　
　
本
町
の
公
共
交
通
は
、

　
　
　
人
口
減
少
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
進
む

現
状
に
お
い
て
、
必
ず
し
も

利
便
性
の
高
い
も
の
と
は
言

え
な
い
。
特
に
共
働
き
の
子

育
て
世
代
か
ら
は
、
仕
事
と

送
迎
の
板
挟
み
に
な
る
疲
弊

の
声
を
聞
く
。
既
存
の
バ
ス

路
線
を
維
持
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
利
用
者
の
予
約
に
応

じ
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
型

交
通
の
導
入
や
、
夕
方
、
夜

間
に
お
け
る
柔
軟
な
運
行
体

制
へ
の
転
換
な
ど
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
改
革
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

　
　
　
町
長
　
共
働
き
の
子

　
　
　
育
て
世
帯
か
ら
の

「
仕
事
と
送
迎
の
両
立
が
難

し
い
」
と
の
切
実
な
声
は
、

町
と
し
て
も
深
刻
な
課
題
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
予

約
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
行
で

き
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
導

入
可
能
性
を
検
討
し
、
法
定

協
議
会
で
民
間
事
業
者
に
よ

公共交通対策は

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
組
み
づ
く
り
へ

杉崎　能久　議員
すぎざき よしひさ

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

シビックプライドとは

⇒「地域への誇りと愛着」を表す言葉
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表紙：町文化祭にカフェ・ド・ギカイ出店　　　　　

　　　（詳細１２頁）

群馬県町村議会議長会主催町村議会議員研修会

群馬県町村議会議長会臨時理事会

浅間小学校学習発表会

草津ウェイストパーク最終処分場現地視察

県立高校の在り方に関する情報交換会

上信自動車道建設促進期成同盟会国要望

自由民主党幹部との懇談会

全国町村議会議長会主催
「第69回町村議会議長会全国大会」及び
「本県関係国会議員との意見交換・懇談会」

群馬県町村議会議長会臨時総会

上信自動車道建設促進期成同盟会県要望

中央小学校学習発表会

長野原町表彰審査委員会

議会運営委員会

群馬県町村議会議長会主催広報研究会

ゲートボール大会

長野原町社会福祉協議会理事会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会第２回臨時会

5日

7日

10日

11日

12日

14日

18日

20日

26日

27日

議員懇談会

長野原町議会全員協議会

令和７年12月第４回長野原町議会定例会

老人クラブ連合会芸能大会

令和７年12月第４回長野原町議会定例会２日目

湯けむりフォーラム２０２５

第57回沖縄「群馬之塔」追悼式

中央こども園生活発表会

西吾妻福祉病院組合の例月出納検査

2日

7日

12日

13～14日

16～18日

19日

23日

11月

消防団出初め式

新年交歓会

令和８年賀詞交換会

令和８年二十歳の集い

湯かけ祭り

長野原警察署初点検

長野原町文化協会新年会

町民スケート大会

令和７年度群馬県交通安全大会

広域連合議会令和８年第１回定例会に係る
事前説明会

6日

11日

20日

23日

25日

27日

29日

１月

12月

議会の主な活動
議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

議会の主な活動
議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

編
集
後
記

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
が
町
の
こ
と
を

知
る
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
気
に
な
る
な
」「
こ

れ
、
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」
そ
ん

な
声
が
、町
を
元
気
に
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
思
い
を
議
会
が
受

け
取
り
、
行
政
へ
届
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
年
も
議
会
だ
よ
り
を
手
に

取
っ
て
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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委
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河

　明
彦

　
　
　
　湯
本

　宗
一

　
　
　
　杉
崎

　能
久

広報委員

表紙の写真
　　11月１日（土）開催の町文化祭において、私たち議員
が「カフェ・ド・ギカイ」を出店しました。
　　立ち寄ってくださった皆様からいただいたご意見等は、
今後の議会活動に生かしてまいります。


